
 

決
算
の
概
要

　

平
成
21
年
度
の
普
通
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
１
６
１
億
７
、９

１
５
万
円
に
対
し
て
、
歳
出
が

１
５
７
億
１
、１
６
６
万
円
で
、

平
成
22
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業

の
財
源
を
差
し
引
い
た
４
億
３
、

９
９
５
万
円
が
実
質
的
な
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
運
営

は
続
い
て
い
る
も
の
の
、
地
方
交

付
税
の
伸
び
や
職
員
数
の
削
減
な

ど
に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
行
わ
ず
財
源
調
整

を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

歳
入

　

歳
入
全
体
で
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
19
億
７
、０
１
１
万
円
（
13・

９
％
）の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
３
億
６
、７
３
９
万

円
（
７
・
７
％
）
の
減
収
と
な
っ

て
お
り
、
な
か
で
も
法
人
市
民

税
が
２
億
８
、４
８
６
万
円
（
47・

２
％
）
の
大
幅
な
減
収
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

標
準
的
な
行
政
水
準
を
保
つ
た

め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
は
、
地
域
雇
用
創
出
推
進
費

と
し
て
特
別
枠
が
創
設
さ
れ
た

こ
と
や
税
収
の
動
向
な
ど
か
ら
、

３
億
２
、２
２
８
万
円（
６・８
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
約
３
分
の
１
を
占
め
る

地
方
交
付
税
の
動
向
が
、
今
後
も

財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
債
は
、
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
に
沿
っ
て
、
投
資
的
事
業
費

の
平
準
化
な
ど
発
行
額
を
抑
制
し

た
も
の
の
、
地
方
の
財
源
不
足
を

補
て
ん
す
る
た
め
に
臨
時
財
政

対
策
債
が
増
加
と
な
っ
た
た
め
、

１
億
４
、８
０
０
万
円（
13・２
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

　

歳
出
全
体
で
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
19
億
６
、５
３
５
万
円
（
14・

３
％
）の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
に
分
類
し
て
み
る
と
、

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
医
療
な
ど

の
民
生
費
が
全
体
の
24
・
０
％
と

最
も
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
次

に
、
地
域
振
興
や
庁
舎
管
理
、
財

政
調
整
基
金
の
積
み
立
て
な
ど

の
総
務
費
が
19
・
９
％
、
市
債
の

返
済
で
あ
る
公
債
費
が
15・０
％
、

教
育
施
設
の
整
備
や
公
民
館
管
理

な
ど
の
教
育
費
が
10
・
０
％
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
指
標

　

代
表
的
な
財
政
指
標
で
見
る

と
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
た
め
の
経
常
収
支
比
率
は

85・３
％
と
０・８
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
た
も
の
の
、
高
い
水
準
で
あ
る

こ
と
か
ら
財
政
が
硬
直
化
し
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
い
ず
れ
の
指
標
も
財
政
健
全
化

計
画
を
策
定
し
、
財
政
の
早
期
健

全
化
が
義
務
付
け
ら
れ
る
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
昨
年
度

ま
で
は
18
％
を
超
え
、
市
債
発
行

に
は
県
の
許
可
が
必
要
で
し
た

が
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を

策
定
し
実
質
公
債
費
負
担
の
適
正

な
管
理
を
計
画
的
に
実
施
し
た
結

果
、
17
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

区分 歳入額
万円

歳出額
万円

差引額
万円

一般会計 1,617,539 1,570,790 46,749

特
別
会
計

国民健康保険 396,839 389,214 7,625
裳掛診療所 3,203 3,180 23
美和診療所 1,666 1,643 23
介護保険 322,767 317,352 5,415
老人保健 2,044 1,987 57
後期高齢者医療 39,853 39,845 8
住宅新築資金等貸付事業 2,847 2,847 0
農業集落排水事業 130,993 130,591 402
漁業集落排水事業 3,809 3,759 50
下水道事業 284,933 277,369 7,564
土地開発事業 15,605 11,460 4,145
公共用地先行取得事業 516 516 0

計 1,205,075 1,179,763 25,312

事
業
会
計

病院事業会計 127,942 123,767 4,175

水道事業会計 90,623 79,090 11,533

計 218,565 202,857 15,708

指標 市の比率
％

早期（経営）
健全化比率 ％

財政再生
 比率　  ％

健全化
判断比率

実質赤字比率 ― 13.27 20.00
連結実質赤字比率 ― 18.27 40.00
実質公債費比率 17.6 25.0 35.0
将来負担比率 120.1 350.0

資金不足比率（公営企業ごと） ― 20.0

※ H22.4.1 現在人口　39,367 人

区分 決算額
万円

構成比
％

自
主
財
源

市税 443,319 27.4 

分担金及び負担金 15,160 0.9 

使用料及び手数料 33,097 2.0 

繰入金 38,990 2.4 

繰越金 46,273 2.9 

財産収入・寄附金・諸収入 22,585 1.4 

計 599,424 37.0

依
存
財
源

地方譲与税・各種交付金 66,262 4.1 

地方交付税 503,063 31.1 

国庫支出金 246,503 15.2 

県支出金 75,378 4.7 

市債 127,285 7.9 

計 1,018,491 63.0

計 1,617,915 100.0 

区分 決算額
万円

構成比
％

一人当たり
 支出額　円

議会費 18,913 1.2 4,804

総務費 311,905 19.9 79,230

民生費 377,135 24.0 95,800

衛生費 138,748 8.8 35,245

労働費 4,973 0.3 1,263

農林水産業費 114,040 7.3 28,968

商工費 29,848 1.9 7,582

土木費 107,235 6.8 27,240

消防費 74,816 4.8 19,005

教育費 157,373 10.0 39,976

災害復旧費 620 0.0 157

公債費 235,560 15.0 59,837

計 1,571,166 100.0 399,107

会計別決算

歳入

財
政
用
語
の
基
礎
知
識

市
の
会
計

　

市
の
会
計
は
基
本
的
な
経
費

を
経
理
す
る
一
般
会
計
と
、
下

水
道
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
特

定
の
事
業
を
経
理
す
る
特
別
会

計
、
病
院
事
業
や
水
道
事
業
を

経
理
す
る
事
業
会
計
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
市

の
財
政
状
況
を
見
る
場
合
は
、

一
般
行
政
部
門
に
関
す
る
「
普

通
会
計
」
と
、
病
院
事
業
や
水

道
事
業
な
ど
に
関
す
る
「
公
営

企
業
会
計
」
に
区
分
す
る
の
が

一
般
的
で
す
。
本
市
の
「
普
通

会
計
」
は
、
一
般
会
計
・
公
共

用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
・

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、

普
通
会
計
以
外
の
会
計
を
ま
と

め
て
「
公
営
事
業
会
計
」
と
い

い
ま
す
。

地
方
交
付
税

　

地
方
が
全
国
の
一
定
の
水
準

で
行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
国

税
の
一
定
割
合
の
額
を
国
が
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
交
付
す

る
も
の
で
す
。
一
定
の
計
算
で

決
ま
る
普
通
交
付
税
と
災
害
な

ど
の
特
殊
な
事
情
に
応
じ
て
決

ま
る
特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

自
主
財
源

　

市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
の
こ
と
で
、
市
税
、
分
担

金
及
び
負
担
金
、
使
用
料
、
手

数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附
金
、

繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

依
存
財
源

　

国
や
県
の
基
準
に
基
づ
き
交

付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
市
の
収
入
の
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
、

地
方
債
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

歳出

財政健全化判断比率等

※ 1　「―」の表示は該当なしを表しています。
※ 2　早期（経営）健全化比率および財政再生比率は基準値です。

瀬戸内市の財政状況
本市の財政は、非常に厳しい状況が続いていましたが、集中的に財政の健全化に取り組んできた
結果、改善傾向にあります。
しかしながら、将来にわたって安定した財政運営の確立までには程遠く、今後も厳しい状況が続
くことが予測されています。
細かい数字もあり、難しい語句もありますが、財政の健全化に向けた取り組みは、市民の皆さん
にとっても大事な問題。
安心して暮らせるまちづくりを進めるために、一緒に考えていきましょう。

将来にツケを回さないために

※事業会計については、収益的収入および収益的支出を計上しています。



　

投
資
的
事
業
の
財
源
と
し
て
発

行
し
て
き
た
市
債
や
臨
時
財
政
対

策
債
な
ど
の
償
還
で
あ
る
公
債
費

は
、
平
成
13
年
度
か
ら
の
臨
時
財

政
対
策
債
の
多
額
な
借
り
入
れ
な

ど
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
か
ら
増

加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　

市
債
残
高
は
、
市
債
の
発
行
額

を
元
金
償
還
額
よ
り
下
回
る
額
に

抑
制
し
て
い
る
た
め
、
平
成
18

年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま

す
。（
図
３
）

　

経
常
収
支
比
率
や
実
質
公
債
費

比
率
の
代
表
的
な
財
政
指
標
は
、

高
い
水
準
で
す
が
、
徐
々
に
改
善

し
て
い
ま
す
。（
図
４
）

改
善
す
る
も

将
来
に
不
安
な
財
政
見
通
し

　

平
成
22
年
度
か
ら
11
年
間
の

「
中
期
財
政
見
通
し
」
を
試
算
し

た
と
こ
ろ
、
昨
年
度
試
算
し
た
見

通
し
よ
り
改
善
さ
れ
、
決
算
ベ
ー

ス
で
平
成
24
年
度
ま
で
は
財
源
不

足
が
解
消
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
財
政
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
き
た
効
果
や
地

方
交
付
税
額
の
確
保
な
ど
が
主
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
方
交
付
税
は
、
平

成
27
年
度
以
降
は
合
併
に
よ
る
算

定
の
特
例
が
終
了
し
、
段
階
的
に

減
額
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
源
不

足
は
年
々
大
き
く
な
り
、
合
併
の

特
例
が
完
全
に
終
了
す
る
平
成
32

年
度
に
は
、
約
10
億
円
の
財
源
不

足
を
生
じ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

財
源
調
整
を
行
う
財
政
調
整
基

金
と
減
債
基
金
は
、
地
方
交
付
税

の
減
少
に
伴
う
多
額
の
財
源
不
足

に
対
応
で
き
る
状
況
で
は
な
く
、

平
成
32
年
度
に
は
皆
無
と
な
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

平
成
33
年
度
以
降
も
10
億
円
程
度

の
財
源
不
足
が
続
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
の
財
政
健
全
化
の
取
り

組
み
に
よ
り
財
政
状
況
は
着
実
に

改
善
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年

度
以
降
の
普
通
交
付
税
の
減
少
に

よ
る
多
額
の
財
源
不
足
に
も
対
応

で
き
る
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し

た
財
政
運
営
の
確
立
ま
で
に
は
程

遠
く
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

景
気
低
迷
が
続
く
中
、
政
権
交

代
に
よ
り
国
の
地
方
財
政
対
策
は

不
透
明
で
あ
り
、
さ
ら
に
老
朽
化

が
進
ん
だ
市
民
病
院
の
建
て
替
え

や
錦
海
塩
田
跡
地
の
管
理
、
活
用

な
ど
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
本
市
を

取
り
巻
く
財
政
状
況
は
、
今
後
も

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
図
５
）

中
期
財
政
試
算

　　

本
市
の
財
政
は
、
危
機
的
な
状

況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の

財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
は
着
実
に
実
を
結
び
、
平
成
22

年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
初
め
て

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と

な
く
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
財
政
状
況
は
改
善
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た

っ
て
安
定
し
た
財
政
運
営
の
確
立

ま
で
に
は
程
遠
く
、
依
然
と
し
て

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で

の
中
期
財
政
見
通
し
や
財
政
運
営

適
正
化
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
「
中

期
財
政
試
算
」
の
策
定
を
平
成
21

年
度
計
画
の
年
度
更
新
な
ど
見
直

し
を
含
め
て
行
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

改
善
傾
向
に
あ
る
財
政
状
況

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
や
少
子
高

齢
化
の
進
行
な
ど
に
加
え
、
国
に

お
い
て
進
め
ら
れ
た
「
三
位
一
体

改
革
」
の
影
響
で
地
方
交
付
税
や

国
の
補
助
金
な
ど
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
た
こ
と
が
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
続
い
て
い
る
最
大
の
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
約
３
分
の
２
は
、
市
税

と
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
や
各
種
の
交
付
金
な
ど
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
平
成
13
年
度

か
ら
大
き
く
削
減
さ
れ
、
平
成
15

年
度
か
ら
19
年
度
に
か
け
て
は
平

成
12
年
度
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
す
る

と
約
12
億
円
か
ら
15
億
円
の
削
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地

方
交
付
税
の
減
額
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
13
年
度
か
ら
は
地
方
交

付
税
の
代
替
措
置
で
あ
る
臨
時
財

政
対
策
債
の
多
額
な
借
入
れ
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
景
気
低
迷
で
伸
び
悩

む
中
、
制
度
改
正
な
ど
に
よ
り
増

額
に
転
じ
て
い
ま
し
た
が
、
急
激

な
景
気
悪
化
に
よ
り
平
成
21
年
度

は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
全
国
的

な
地
方
財
源
の
不
足
を
補
て
ん
す

る
た
め
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財

政
対
策
債
の
総
額
が
確
保
さ
れ
、

平
成
21
年
度
の
主
な
一
般
財
源
の

総
額
は
平
成
13
年
度
程
度
ま
で
回

復
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

歳
出
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
な
ど
に
伴
い
医
療
費
な
ど
の
社

会
保
障
費
が
年
々
増
加
し
、
財
政

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

職
員
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み

に
よ
る
効
果
で
経
常
的
な
経
費
は

減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
源
調
整
を
行
う
財
政
調
整
基

金
は
、
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど

の
収
支
不
足
に
対
し
て
取
り
崩
し

を
行
っ
て
き
て
お
り
、
基
金
残
高

は
平
成
16
年
度
に
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
以
降
も

低
い
水
準
で
余
裕
の
な
い
財
政
運

営
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

20
年
度
か
ら
は
増
加
し
て
い
ま

す
。（
図
２
）

図３　市債残高・公債費の状況

図４　財政指標の状況

図５　財源不足額

図１　主な歳入一般財源の状況

図２　基金残高の状況

財
政
健
全
化
法

　

全
て
の
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
、
財
政
の
健
全
性
に
関
す

る
比
率
を
算
定
し
、
議
会
へ
の

報
告
及
び
公
表
を
義
務
付
け
、

健
全
化
判
断
比
率
以
上
の
場
合

に
は
、
財
政
の
早
期
健
全
化
（
財

政
健
全
化
団
体
）
及
び
財
政
の

再
生
（
財
政
再
生
団
体
）
並
び

に
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化

（
経
営
健
全
化
団
体
）
を
図
る
た

め
の
計
画
を
策
定
す
る
制
度
で

す
。
ま
た
、
こ
の
計
画
の
実
施

を
促
進
す
る
た
め
に
行
財
政
上

の
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
に
よ
り
、
財
政
の
健
全
化

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率

及
び
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の

財
政
指
標
の
総
称
で
す
。
い
ず

れ
か
が
一
定
基
準
以
上
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
財
政
健
全
化
計

画
ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策

定
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
（
普
通
会
計
）

を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の

標
準
財
政
規
模
（
地
方
公
共
団

体
の
経
常
的
一
般
財
源
の
標
準

規
模
を
示
す
も
の
）
に
対
す
る

比
率
で
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、

13
・
２
７
％
以
上
で
財
政
健
全
化

団
体
に
、
20
％
以
上
で
財
政
再

生
団
体
と
な
り
ま
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

公
営
事
業
会
計
を
含
む
地
方

公
共
団
体
の
全
会
計
を
対
象
と

し
た
実
質
赤
字
額
ま
た
は
資
金

の
不
足
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す
。

　

市
に
お
い
て
は
、
18
・
２
７
％

以
上
で
財
政
健
全
化
団
体
に
、

40
％
以
上
で
財
政
再
生
団
体
と

な
り
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　

公
債
費
と
準
元
利
償
還
金
（
公

営
企
業
へ
の
繰
出
金
の
う
ち
元

利
償
還
金
へ
充
て
ら
れ
た
も
の

な
ど
）
と
の
合
算
か
ら
地
方
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
公
債
費
分

な
ど
を
差
し
引
い
た
値
の
一
般

財
源
に
占
め
る
割
合
で
、
過
去

３
カ
年
の
平
均
で
表
し
、
18
％

を
超
え
る
と
市
債
発
行
に
県

の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

25
％
以
上
で
財
政
健
全
化
団
体

に
、
35
％
以
上
で
財
政
再
生
団

体
と
な
り
ま
す
。

建て替えが検討される市民病院

錦海塩田跡地
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財政健全化の成果
◎具体的方策全体の効果額

◎主な具体的方策および効果額
①投資的事業の抑制（約 11.8 億円）
　事業計画の見直し、事業費の平準化など
②公営企業会計繰出金の抑制（約 6.1 億円）
　病院再編などによる経営改善、下水道事業資
　本費平準化債の活用など
③公債費等の抑制（約 1.7 億円）
　市債発行を原則元金償還額以下に抑制、公的
　資金補償金免除繰上償還制度の活用など
④人件費の抑制（約 4.4 億円）
　職員数の削減（普通会計等職員数・H17：436
　人→ H22：401 人）、特別職の給料カット、管
　理職手当のカット、各種職員手当の見直し、
　議員定数の削減など
⑤事務事業及び内部管理経費の見直し（約 8.8 億円）
　事務事業評価による見直し、施設の統廃合・
　民営化・集中管理・指定管理者制度導入など
⑥各種補助金等の見直し（約 2.5 億円）
　各種団体活動補助金、給付事業の見直しなど
⑦受益者負担の適正化（約 0.5 億円）
　施設使用料、保育料の見直しなど
⑧市税徴収率の向上
⑨その他の収入の確保（約 1.0 億円）
　遊休未利用地の処分、企業広告の導入など

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

　　

ま
ず
、
今
ま
で
の
財
政
健
全
化

の
成
果
と
し
て
、「
財
政
運
営
適

正
化
計
画
」
に
よ
り
平
成
22
年
度

に
か
け
て
、
早
期
に
財
政
の
健
全

化
を
図
る
た
め
に
集
中
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
主
な
具
体
的
方
策
と

効
果
額
は
左
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、

平
成
18
年
度
決
算
で
18
％
を
超
え

市
債
発
行
に
許
可
が
必
要
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
実
質
公
債
費
負
担

の
適
正
な
管
理
を
計
画
的
に
行
う

た
め
、「
公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
」
を
策
定
し
、
市
債
の
発
行
や

公
営
企
業
会
計
へ
の
繰
出
金
の
抑

制
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
18
％
未
満
と
な

る
の
は
当
初
計
画
で
は
平
成
26
年

度
で
し
た
が
、
計
画
よ
り
５
年
早

い
平
成
21
年
度
で
18
％
未
満
と
な

り
、
協
議
制
に
移
行
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。（
図
６
）

　

次
に
、
こ
の
よ
う
な
中
期
財
政

見
通
し
を
受
け
て
、
厳
し
い
財
政

状
況
か
ら
の
脱
却
と
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
で
安
定
し
た
自

立
性
の
高
い
健
全
な
財
政
運
営
基

盤
を
確
立
す
る
た
め
、「
財
政
運

営
適
正
化
計
画
」
に
よ
り
、
引
き

続
き
平
成
23
年
度
以
降
も
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
財
政
健
全
化
に
向

け
た
具
体
的
な
方
策
は
左
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
具
体

的
方
策
の
中
で
、
現
状
で
効
果
額

を
推
計
で
き
る
も
の
を
実
施
し
た

後
の
財
政
状
況
を
試
算
し
て
み
る

と
、
平
成
29
年
度
以
降
は
、
多
額

の
財
源
不
足
が
解
消
で
き
な
い
た

め
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
収

支
の
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
32
年
度
以
降

は
６
億
円
以
上
の
財
源
不
足
が
続

く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。（
図

７
）

　

こ
れ
は
、
職
員
数
の
削
減
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、
公
債
費
負
担

の
適
正
化
な
ど
に
よ
り
経
常
経
費

は
減
少
す
る
一
方
で
、
少
子
高

齢
化
対
策
に
伴
う
社
会
保
障
費
が

年
々
増
加
し
、
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
は
今
ま
で
の
積
極
的
な
整
備

に
伴
う
多
額
の
市
債
発
行
の
影
響

で
、
後
年
度
の
償
還
金
に
伴
う
繰

出
金
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
が

主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

余
裕
の
あ
る
財
政
運
営
を
行
う

た
め
に
は
、
計
画
を
上
回
る
具
体

的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
財
源
不

足
の
解
消
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

市
債
発
行
の
抑
制
効
果
に
よ

り
、
公
債
費
は
平
成
21
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
と
な
り
ま
す

が
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
多
額
な

発
行
に
よ
り
、
高
い
水
準
で
推
移

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
債
残
高
は
平
成
27
年
度

が
ピ
ー
ク
と
な
る
見
込
み
で
す
。

交
付
税
算
入
率
が
高
い
合
併
特
例

事
業
債
を
優
先
し
て
活
用
す
る
な

ど
実
質
的
な
公
債
費
負
担
を
抑
制

し
て
い
ま
す
。（
図
８
）

計
画
を
実
施
す
る
た
め
に

　　

財
政
状
況
は
改
善
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
財
政
の
健
全
化
が
市
の

最
優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
財

政
運
営
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん

で
き
た
具
体
的
方
策
を
今
後
も
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん

だ
新
た
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

あ
り
、
こ
の
計
画
で
示
し
た
考
え

方
や
項
目
に
創
意
工
夫
を
加
え
な

が
ら
確
実
に
実
行
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
健
全

化
の
取
り
組
み
に
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
見
直
し
な
ど
皆
さ
ん
の
理

解
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
職
員
の
一
人

ひ
と
り
が
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
あ
げ
る
と
い
う
行
財
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
認
識
し
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
行
政
が
果
た
す
べ
き
役

割
を
見
直
す
と
と
も
に
、
民
間
や

市
民
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
、
協
働
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
財
政
の
健
全
化
を
成
し

遂
げ
る
た
め
、
引
き
続
き
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図６　実質公債費比率の比較

図７　基金残高の推移

図８　市債残高・公債費の推移

歳入
将
来
負
担
比
率

　

普
通
会
計
の
市
債
残
高
に
加

え
て
将
来
に
わ
た
る
公
営
企
業

や
一
部
事
務
組
合
、
債
務
負
担

行
為
の
元
金
償
還
に
相
当
す
る

負
担
見
込
額
、
退
職
手
当
の
支

給
予
定
額
、
外
郭
団
体
の
債
務

負
担
見
込
額
な
ど
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
な
負
債
を
表
す
指

標
で
す
。
３
５
０
％
以
上
で
財

政
健
全
化
団
体
と
な
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金

の
不
足
額
の
事
業
の
規
模
に
対

す
る
比
率
で
す
。
20
％
以
上
で

経
営
健
全
化
団
体
と
な
り
ま
す
。

財
政
調
整
基
金

　

予
期
し
な
い
収
入
減
少
や
支

出
増
加
と
い
っ
た
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
基
金

で
す
。
財
源
に
余
裕
の
あ
る
年

度
に
積
立
て
て
お
き
、
不
足
が

生
じ
る
年
度
に
取
り
崩
し
ま
す
。

特
定
目
的
基
金

　

目
的
に
沿
っ
て
積
み
立
て
運

用
す
る
た
め
の
基
金
で
す
。
地

域
振
興
な
ど
の
た
め
に
合
併
特

例
事
業
債
を
活
用
し
て
ま
ち
づ

く
り
振
興
基
金
を
積
み
立
て
て

い
ま
す
。

減
債
基
金

　

市
債
を
計
画
的
に
償
還
す
る

た
め
の
基
金
で
す
。

臨
時
財
政
対
策
債

　

地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
る

地
方
の
財
源
不
足
を
補
て
ん
す

る
た
め
特
例
的
に
認
め
ら
れ
る

市
債
で
、
こ
の
元
利
償
還
金
の

全
額
は
普
通
交
付
税
の
算
定
の

積
算
基
礎
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

合
併
特
例
事
業
債

　

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
、

合
併
後
10
年
間
に
限
っ
て
借
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
市
債
で

す
。
対
象
事
業
費
の
95
％
ま
で

の
借
り
入
れ
が
可
能
で
、
将
来

の
元
利
償
還
金
の
70
％
は
、
普

通
交
付
税
の
算
定
の
積
算
基
礎

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還

　

通
常
の
市
債
の
繰
上
償
還
で

は
、
利
子
相
当
分
を
補
償
金
と

し
て
支
払
い
ま
す
が
、
平
成
19

年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
臨
時

特
例
措
置
と
し
て
、
一
定
の
条

件
で
、
過
去
に
借
り
入
れ
た
市

債
の
う
ち
高
金
利
の
公
的
資
金

分
に
補
償
金
免
除
の
繰
上
償
還

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

財政健全化に向けた具体的方策
①投資的事業の見直し
　事業の計画的な実施、事業費の抑制など
②公営企業会計繰出金の抑制
　管理経費の抑制、使用料徴収率の向上、工事
　コスト縮減の推進など
③公債費等の抑制
　市債発行を原則元金償還額以下に抑制、民間
　資金の繰上償還など
④人件費の抑制
　職員数の削減（普通会計等職員数・H22：401
　人→ H27：387 人）、特別職の給料カットなど
⑤事務事業及び内部管理経費の見直し
　施設のあり方の検討（統廃合・民営化など）、
　内部管理経費の削減など
⑥収入の確保
　市税の徴収強化、受益者負担の適正化、遊休
　未利用地の処分、定住の促進、企業誘致の推
　進、都市計画導入の検討など

売却が進むオリーブ団地牛窓

年度 効果額 年度 効果額
H17 約 0.4 億円 H20 約 12.1 億円
H18 約 3.1 億円 H21 約 9.3 億円
H19 約 4.1 億円 H22 約 7.8 億円

合計 約 36.8 億円
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利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
下
表

に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
い
る
保

育
園
へ
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
料
金
、
対
象
者
な
ど
各

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
延
長
保
育
】

　

就
業
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
午
後
７
時
ま
で
保

育
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

【
障
害
児
保
育
】

　

保
育
が
で
き
な
い
家
庭
の
児
童

で
集
団
生
活
が
可
能
な
障
害
者
手

帳
保
持
者
な
ど
を
保
育
し
ま
す
。

【
一
時
保
育
】

　

保
護
者
の
急
病
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
に
よ
り
、
一
時
的
に
保

育
が
必
要
と
な
っ
た
乳
幼
児
を
保

育
し
ま
す
。（
利
用
日
数
な
ど
の

制
限
あ
り
）

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

子
育
て
に
対
す
る
不
安
な
ど
の

相
談
・
指
導
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

へ
の
支
援
、
園
庭
開
放
な
ど
の
育

児
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
６ 

▽
保
育
時
間

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
２
時
（
３
歳
児
は
午
前
８

時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分
）

▽
保
育
料

　

月
額
５
、０
０
０
円
（
２
人
以

上
同
時
入
園
の
場
合
、
2
人
目
以

降
は
４
、０
０
０
円
）

※
給
食
費
、
絵
本
代
な
ど
は
含
ま

　

れ
て
い
ま
せ
ん
。

預
か
り
保
育
に
つ
い
て　

　

預
か
り
保
育
と
は
、
幼
稚
園
の

教
育
時
間
終
了
後
、
希
望
す
る
在

園
児
を
幼
稚
園
で
預
か
り
、
保
育

す
る
こ
と
で
、
園
児
の
心
身
の
健

全
な
発
達
を
図
る
と
と
も
に
、
保

護
者
の
子
育
て
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

預
か
り
保
育
に
は
次
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

【
年
間
預
か
り
保
育
】

　

月
ま
た
は
年
間
を
通
じ
て
預
か

り
、
保
育
し
ま
す
。

【
一
時
預
か
り
保
育
】

　

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
家
庭

で
の
保
育
が
困
難
に
な
っ
た
人

で
、
日
を
単
位
と
し
て
預
か
り
、

保
育
し
ま
す
。

▽
対
象
者

 

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
人
へ

 

保
育
園
・
児
童
館
入
園
募
集

　

保
育
園
は
、
保
護
者
の
仕
事
や

病
気
な
ど
の
事
情
で
、
家
庭
で
保

育
で
き
な
い
乳
幼
児
を
保
育
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
児
童
福
祉
施

設
で
す
。

　

入
園
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
入
園
要
件

　

保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
理

由
で
昼
間
自
宅
で
保
育
で
き
な
い

場
合

①
自
宅
外
で
仕
事
し
て
い
る
。

②
自
宅
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
し

　

て
い
る
。

③
妊
娠
中
や
出
産
後
間
が
な
い
。

④
病
気
や
け
が
、
心
身
に
障
害
が

　

あ
る
。

⑤
長
期
間
、
病
気
や
障
害
が
あ
る

　

同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て

　

い
る
。

⑥
災
害
、
火
災
の
復
旧
に
当
た
っ

　

て
い
る
。

▽
受
付
期
間

　

12
月
13
日
（
月
）
〜
18
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30

分
（
12
月
18
日
の
受
付
時
間
は
、

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
）

※
保
育
園
ご
と
の
主
な
受
付
日
時

　

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
長
船
ち
と
せ
保
育
園
は
、
平
成

　

23
年
４
月
１
日
開
所
予
定
の
た

　

め
、
主
な
受
付
日
の
12
月
14
日

　
（
火
）
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、

　

事
前
に
子
育
て
支
援
課
へ
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
場
所　

第
１
希
望
の
保
育

　

園
（
入
所
希
望
児
童
同
伴
）

※
長
船
ち
と
せ
保
育
園
は
、
ゆ
め

　

ト
ピ
ア
長
船
で
行
い
ま
す
。

▽
申
込
書
類
配
布
場
所

　

各
保
育
園
、
子
育
て
支
援
課
、

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室
、
牛
窓
支

所
、
裳
掛
出
張
所

▽
提
出
書
類

　

・
保
育
所
入
所
申
込
書

　

・
源
泉
徴
収
票
な
ど
平
成
22
年
分

　

の
所
得
税
額
が
分
か
る
も
の

　
（
後
日
提
出
可
）

　

・
就
労
状
況
な
ど
の
証
明
書

　

・
口
座
振
替
依
頼
書
（
新
規
入
所

　

者
の
み
）

特
別
保
育
事
業
に
つ
い
て

　

保
育
園
で
は
、
通
常
保
育
の
ほ

か
に
次
の
よ
う
な
特
別
保
育
事
業

を
実
施
し
て
、
子
育
て
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

幼稚園の募集定員および問い合わせ先

　

幼
稚
園
へ
通
園
す
る
園
児
（
３

歳
児
を
除
く
）
で
保
護
者
が
預
か

り
保
育
を
希
望
す
る
人

▽
保
育
時
間　

幼
稚
園
降
園
時
〜

　

午
後
６
時
（
長
期
休
業
中
は
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

※
土
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年

　

始
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
預
か
り
保
育
料

①
年
間
預
か
り
保
育

　

月
額　

６
、０
０
０
円
（
８
月

は
、
１
０
、０
０
０
円
）

②
一
時
預
か
り
保
育

　

日
額　

５
０
０
円
（
８
月
は
、

１
、０
０
０
円
）

※
お
や
つ
代
な
ど
は
含
ま
れ
て
い

　

ま
せ
ん
。

▽
申
込
方
法

①
年
間
預
か
り
保
育　

入
園
願
と

　

一
緒
に
申
し
込
み

②
一
時
預
か
り
保
育　

随
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
学
務
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

保育園名 主な受付日時 問い合わせ先 定員
人

入園対象年齢 保育時間 ( 時 )
延長時間 ( 延 )

特別保育事業
  実施状況  ※ 1

牛窓ルンビニ 12 月 15 日 ( 水 )
9：00 ～ 16：00 0869-34-2309 70 2 ヶ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

あいあい 12 月 17 日 ( 金 )
9：00 ～ 16：00 0869-34-9330 60 2 ヶ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

邑久 12 月 13 日 ( 月 )
9：00 ～ 16：00 0869-22-0089 160 6 ヶ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②③④

福田 12 月 14 日 ( 火 )
9：00 ～ 16：00 0869-22-0457 140 6 ヶ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②④

今城 12 月 15 日 ( 水 )
9：00 ～ 16：00 086-942-4351 90 6 ヶ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

玉津 12 月 14 日 ( 火 )
9：00 ～ 13：00 0869-24-0092 45 6 ヶ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①

裳掛児童館 12 月 17 日 ( 金 )
9：00 ～ 13：00 0869-25-0769 90 3 歳から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

長船西 12 月 13 日 ( 月 )
9：00 ～ 16：00 0869-26-4401 140 6 ヶ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

長船東 12 月 15 日 ( 水 )
9：00 ～ 16：00 0869-26-3326 95 1 歳から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②③

長船ちとせ
(H23.4.1 開所予定 ) 

12 月 14 日 ( 火 )
9：00 ～ 16：00 未定  ※ 2 80 2 ヶ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

※ 1　延長保育を①、障害児保育を②、一時保育を③、子育て支援センターを④とします。
※ 2　開所までの連絡先は子育て支援課または岡山市のちとせ保育園（086-942-6145）になります。

保育園の募集日程および問い合わせ先

　

幼
稚
園
・
保
育
園
・
児
童
館
の

入
園
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

　

入
園
は
、
家
庭
の
状
況
な
ど
を

考
え
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
選
択

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
対
象
年
齢

や
保
育
時
間
、
ま
た
各
園
が
実
施

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
に
関
す

る
支
援
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

  
幼
児
の
心
身
の
発
達
を
助
長

 

幼
稚
園
入
園
募
集　

　

幼
稚
園
は
、
学
校
教
育
法
に
定

め
ら
れ
た
教
育
機
関
で
す
。
幼
児

を
保
護
し
、
適
切
な
環
境
を
与
え

て
、
心
身
の
発
達
を
助
長
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

入
園
希
望
の
人
は
、
各
幼
稚
園

に
備
え
付
け
の
入
園
願
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
各
幼
稚
園
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

①
新
３
歳
児
（
平
成
19
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
20
年
４
月
１
日
生
）

②
新
４
歳
児
（
平
成
18
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
）

③
新
５
歳
児
（
平
成
17
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
18
年
４
月
１
日
生
）

▽
受
付
期
限　

12
月
15
日
（
水
）

※申し込みが定員を超える場合は、抽選となる場合があります。

幼稚園名 問い合わせ先
　　　　　　  定員　　            　人
３歳児 ４歳児 ５歳児 預かり保育

牛窓東 0869-34-2104 20 30 30 20

牛窓西 0869-34-3687 20 30 30 20

牛窓北 0869-34-3742 10 30 30 20

邑久 0869-22-0027 40 60 70 30

今城 086-943-8715 15 30 30 20

幼稚園名 問い合わせ先
　　　　　　  定員　　            　人
３歳児 ４歳児 ５歳児 預かり保育

玉津 0869-24-0092 10 20 20 0

裳掛 現在休園中です。総務学務課へお問い合わせください。

美和 0869-26-3445 10 30 30 20

国府 0869-26-3446 25 60 60 30

行幸 0869-26-3447 30 60 60 30



　

瀬
戸
内
市
は
気
候
が
温
暖
で
、

風
光
明
媚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都

市
部
か
ら
の
移
住
希
望
者
が
大
変

多
く
、
特
に
古
民
家
や
家
庭
菜
園

付
き
、
海
が
近
い
物
件
な
ど
の
人

気
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
う
し
た
要
望
に
応
え
、
定
住

人
口
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
で

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
一
時
的
ま
た
は
将
来
的

に
も
使
わ
な
い
「
空
き
家
」
が
あ

り
、
貸
し
た
り
売
っ
た
り
し
て
も

よ
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

　

登
録
す
る
と
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
移
住
希
望
者
に
情

報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

【
空
き
家
を
提
供
し
た
い
人
】

　

市
内
に
現
在
空
き
家
を
持
っ
て

い
て
、
貸
し
た
い
、
売
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
は
「
空
き
家
登
録

申
込
書
」
を
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ

れ
た
情
報
は
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
登
録
す
る
と
と
も
に
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

空き家バンク制度を
ご存じですか

【
空
き
家
に
住
み
た
い
人
へ
】

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、

希
望
す
る
条
件
に
合
う
空
き
家
情

報
が
あ
っ
た
場
合
、「
空
き
家
情

報
利
用
登
録
者
申
請
書
」
お
よ
び

「
空
き
家
利
用
誓
約
書
」
を
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
市
か
ら
空
き
家

所
有
者
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
移

住
希
望
者
と
空
き
家
所
有
者
の
当

事
者
間
で
交
渉
や
契
約
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
市
が
売
買
・
賃
貸
の
仲
介
を
行

　

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

理
し
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
本
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
岡
山
県
と
の
協
定
の
締

結
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、

「
協
力
申
出
書
」（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
を
岡
山
県
障
害
福

祉
課
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

岡
山
県
障
害
福
祉
課

　

〒
７
０
０-

８
５
７
０

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
２-

４-

６

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
４
３

　

HP http://www.pref.okayam
a.

　

jp/soshiki/detail.htm
l?lif_

　

id=79439

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

　

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
人
々
が
お
互
い
に
人
権
を

守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

人
権
週
間

　

毎
年
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
、
12
月
４
日
か
ら
人
権

デ
ー
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
し
て
、
広
く
国
民
の
皆
さ

ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
と
高

揚
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
左
記
の
16
項
目
の

強
調
事
項
を
定
め
て
、
全
国
的
に

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

人
権
相
談

　

生
活
の
中
で
人
権
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
悩
ん
だ

り
し
た
場
合
は
、
次
の
相
談
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
先

①
常
設
人
権
相
談
所
（
岡
山
地
方

　

法
務
局
備
前
支
局
）

　

月
〜
金
曜
日
（
休
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

☎
０
８
６
９-

６
４-

２
７
７
０

②
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　
　

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
）　 

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

③
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年  

　

始
を
除
く
） 　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

〇女性の人権を守ろう

〇子どもの人権を守ろう

〇高齢者を大切にする心を育てよう

〇障害のある人の完全参加と平等を実現しよう

〇部落差別をなくそう

〇アイヌの人々に対する理解を深めよう

〇外国人の人権を尊重しよう

〇 HIV 感染者やハンセン病患者等に対する

　偏見をなくそう

〇刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

〇犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

〇インターネットを悪用した人権侵害は止めよう

〇ホームレスに対する偏見をなくそう

〇性的指向を理由とする差別をなくそう

〇性同一性障害を理由とする差別をなくそう

〇人身取引をなくそう

〇北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認

　識を深めよう

※ 12 月 10 日（金）から 16 日（木）は北朝

　鮮人権侵害問題啓発週間です。拉致問題を

　はじめとする北朝鮮当局による人権侵害問

　題への対処が国際社会を挙げて取り組むべ

　き課題とされる中、わたしたちも関心と認

　識を深めていくことが大切です。

人
権
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
人
権
相
談
・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

ほ
っ
と
パ
ー
キ
ン
グ
お
か
や
ま

　　

岡
山
県
で
は
、
車
い
す
マ
ー
ク

の
身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
を
真

に
必
要
と
す
る
人
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
12
月
１
日
か
ら
「
ほ
っ

と
パ
ー
キ
ン
グ
お
か
や
ま
」
駐
車

場
利
用
証
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
歩
行
が
困
難
な

人
に
県
が
専
用
の
利
用
証
を
交
付

す
る
一
方
で
、
県
と
協
定
を
結
ん

だ
公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
に

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
利

用
証
を
交
付
さ
れ
た
人
が
そ
の
ス

ペ
ー
ス
を
優
先
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

駐
車
場
利
用
証
に
つ
い
て
は
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
の
受
け
付

け
は
、
12
月
１
日
（
水
）
か
ら
県

や
市
の
窓
口
で
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

次
に
該
当
す
る
歩
行

　

が
困
難
な
人

　

・
障
害
の
あ
る
人

　

・
高
齢
者

　

・
難
病
患
者

　

・
妊
産
婦
お
よ
び
け
が
人

駐
車
場
管
理
者
の
皆
さ
ん
へ

　

身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
を
管

第 62回人権週間強調事項

き
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

 

ご
協
力
く
だ
さ
い　

 

工
業
統
計
調
査

　

経
済
産
業
省
で
は
、
12
月
31
日

現
在
に
お
け
る
わ
が
国
の
工
業
の

実
態
を
調
査
す
る
平
成
22
年
工
業

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

産
業
政
策
、
中
小
企
業
政
策
な

ど
、
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済
白

書
、
中
小
企
業
白
書
な
ど
へ
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
の
製
造
事
業
所
へ
12
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
調
査
員
が

訪
問
し
、
従
業
者
が
４
人
以
上
の

事
業
所
に
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。
調
査
票
へ
の
記
入
内
容
は
、

秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

空き家バンクにおける情報提供の流れ

このマークが目印

 

瀬
戸
内
市
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

 

ふ
る
さ
と
納
税

　

市
で
は
、
瀬
戸
内
市
を
愛
し
、

応
援
し
よ
う
と
す
る
個
人
や
団
体

か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
（
応
援
寄
附

金
）
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
附
者
の
瀬
戸
内
市
に
対
す
る

思
い
を
実
現
し
、
多
様
な
人
々
の

参
加
に
よ
る
個
性
豊
か
な
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
寄

附
金
は
、
寄
附
者
が
希
望
す
る
事

業
に
活
用
し
ま
す
。

　

寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら

の
領
収
書
を
確
定
申
告
の
際
に
提

出
す
る
こ
と
で
、
そ
の
年
の
所
得

税
と
翌
年
の
住
民
税
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
（
た
だ
し
、
寄
附
金
控
除

の
対
象
と
な
る
の
は
５
、０
０
０

円
を
超
え
る
部
分
の
み
） 

。

　

寄
附
を
希
望
す
る
人
は
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
か
ら
寄
附
申
込
書

を
取
り
寄
せ
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、

郵
送
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
知
り
合
い
な

ど
で
寄
附
を
通
じ
て
瀬
戸
内
市
を

応
援
し
た
い
人
が
い
た
ら
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
は
が



　日本年金機構では、全国 312 カ所の
年金事務所の管内で、国民年金保険料
が未納となっている人に対して電話や
文書、戸別訪問による納付督励及び保
険料の収納業務について、民間委託を
実施しています。
　これは、「競争の導入による公共サー
ビスの改革に関する法律」に基づいて、
従来官公庁が行ってきた事業を民間事
業者の創意工夫やノウハウの活用によ
り、低コストでより良いサービスの提
供を目指す「市場化テスト事業」とし
て導入されたものです。
　市場化テスト事業者に提供する個人
情報は、納付督励を行う上で必要とな
る国民年金保険料の未納者情報に限定
しています。さらに「個人情報の保護
に関する法律」などで、目的外使用や
閲覧、漏えい、複写などを禁じるなど
厳格な安全管理措置を講じています。

　なお、民間委託についての詳しい内
容は日本年金機構のホームページで確
認できます。
■問い合わせ先
　岡山東年金事務所国民年金課
　☎０８６- ２７０ - ７９２８
　日本年金機構
　ＨＰ　http://www.nenkin.go.jp/

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
取

り
組
み
や
す
い
防
災
情
報
を
提
供

す
る
た
め
、
せ
と
う
ち
「
防
災
と

ま
ち
づ
く
り
教
室
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。　

　

教
室
で
は
、
山
口
大
学
大
学
院

准
教
授
で
工
学
博
士
の
瀧
本
浩
一

氏
を
招
き
、講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
の
必
要
性
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
人
気
の
講
師
と
し
て
、

全
国
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
防
災
講
演
・
防
災
ま
ち
づ
く

り
支
援
活
動
が
認
め
ら
れ
、　

総

務
省
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
（
消

防
庁
長
官
賞
）
な
ど
多
数
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
会
を
結
成
し
た
い
、

結
成
し
た
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
活
動
を
し
よ
う
か
と
思
っ
て

い
る
人
。
こ
の
講
演
会
を
き
っ
か

け
に
活
動
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
当
日
は
、「
瀬
戸
内
市

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計

画
」
の
説
明
も
行
い
ま
す
。
支
援

を
必
要
と
す
る
災
害
時
要
援
護
者

を
事
前
に
登
録
し
、
こ
の
情
報
を

市
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
共
有
す
る

こ
と
で
、
災
害
時
に
避
難
誘
導
、

安
否
確
認
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
非
常
持
出
用
食

品
な
ど
の
記
念
品
を
配
布
し
ま

す
。
皆
さ
ん
で
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
５
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

　

障
害
児
福
祉
年
金
お
よ
び
心
身

障
害
者
福
祉
年
金
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
人
で
、
平
成
22
年
度
の

申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、
平
成

23
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
市

の
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
印
鑑

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害

　

者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳

　

・
本
人
名
義
の
通
帳

　

・
受
給
し
て
い
る
公
的
年
金
の
証

　

書
な
ど
（
公
的
年
金
受
給
者
）

障
害
児
福
祉
年
金

　

身
体
や
精
神
に
障
害
を
有
す
る

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し

て
年
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

▽
支
給
額
（
年
額
）

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
、

　

療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
精
神
障
害

　

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　

１
０
、０
０
０
円

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
３・
４
級
、

　

療
育
手
帳
Ｂ
ま
た
は
精
神
障
害

　

者
保
健
福
祉
手
帳
２
級　
　
　

　

８
、０
０
０
円

▽
対
象
者　

　

平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に
手

帳
を
取
得
し
、
平
成
22
年
４
月
１

日
以
前
に
１
年
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
る
20
歳
未
満
の
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
を 

　

所
持
し
て
い
る
人

　

・
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

　

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１ 

　

〜
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

※
児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
入
所
者

　

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

心
身
障
害
者
福
祉
年
金

　

心
身
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を

を
目
的
と
し
て
年
金
を
支
給
し
ま

す
（
本
年
度
限
り
で
終
了
）。

障害児福祉年金・
心身障害者福祉年金の
申請はお早めに

▽
支
給
額
（
年
額
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

　

た
は
療
育
手
帳
Ａ　

　

１
０
、
０
０
０
円

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は

　

療
育
手
帳
Ｂ　

８
、０
０
０
円

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
４
級

　

３
、０
０
０
円

▽
対
象
者　

　

平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
手

帳
を
取
得
し
、
平
成
19
年
４
月
１

日
以
前
に
１
年
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
当

該
障
害
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
の
給
付
を
受
け
て
お
ら
ず

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
を

　

所
持
し
て
い
る
人

　

・
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

※
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
入

　

所
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-
２
６-
５
９
４
３ 

　

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

　
７
月
６
日
に
、
最
高
裁
判
所
に

お
い
て
、
遺
族
が
年
金
と
し
て
受

給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相

続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分

に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税
対

象
と
な
ら
な
い
と
す
る
判
決
が
あ

り
ま
し
た
。

　

国
税
庁
で
は
、判
決
を
受
け
て
、

こ
の
よ
う
な
年
金
に
係
る
税
法
上

の
取
り
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
保
険
契
約
な
ど
に
係
る

保
険
料
な
ど
の
負
担
者
で
な
い
人

で
、
平
成
17
年
分
か
ら
平
成
21
年

分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
所
得

税
を
納
め
過
ぎ
と
な
っ
て
い
る
人

は
、更
正
の
請
求
、確
定
申
告
（
還

付
申
告
）
な
ど
必
要
な
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
受
け
取
っ
た
年

金
の
受
給
権
が
相
続
税
の
課
税
対

象
と
な
る
場
合
は
、
実
際
に
相
続

税
や
贈
与
税
の
納
税
額
が
生
じ
な

か
っ
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

更
正
の
請
求
は
、
取
り
扱
い
の

変
更
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
２

カ
月
以
内
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
更
正
の
請
求
に
基
づ
き
減
額

更
正
で
き
る
期
間
は
、
原
則
と
し

て
申
告
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
５

年
間
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、確
定
申
告
（
還
付
申
告
）

は
、
申
告
す
る
年
分
の
翌
年
１
月

１
日
か
ら
５
年
を
経
過
す
る
日
ま

で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
17
年
分
に
つ

い
て
、
早
い
人
は
、
平
成
22
年
12

月
末
が
還
付
で
き
る
期
限
と
な
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
12
月
28
日

（
火
）
ま
で
に
手
続
き
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
の
対
象

と
な
る
人
や
所
得
税
の
還
付
の
手

続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
西
大
寺
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

①
死
亡
保
険
金
を
年
金
形
式
で
受

　

給
し
て
い
る
人 

②
学
資
保
険
の
保
険
契
約
者
の
死

　

亡
に
伴
い
、
養
育
年
金
を
受
給

　

し
て
い
る
人 

③
個
人
年
金
保
険
契
約
に
基
づ
く

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
税
庁

　

HP http://w
w
w
.nta.go.jp

　

西
大
寺
税
務
署

　

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
８
１
５

 
募
集
し
ま
す

 
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
22
年
度
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
将

来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高
機

能
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運

用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に

お
い
て
も
対
応
で
き
る
自
衛
官
を

養
成
す
る
も
の
で
す
。

　

入
隊
は
平
成
23
年
４
月
上
旬
の

予
定
で
す
。

▽
対
象
者　
平
成
23
年
４
月
１
日

　
現
在
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

▽
受
付
期
間
お
よ
び
試
験
日

①
一
般

　

・
受
付
期
限　

平
成
23
年
１
月
７

　

日
（
金
）

　

・
試
験
日　

平
成
23
年
１
月
22
日

　
（
土
）

②
推
薦
（
学
校
長
）

　

・
受
付
期
間　

平
成
23
年
１
月
４

　

日
（
火
）
〜
６
日
（
木
）

　

・
試
験
日　

平
成
23
年
１
月
15
日

　
（
土
）
か
ら
17
日
（
月
）
ま
で

　

の
間
で
指
定
す
る
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

防
衛
省
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

せ
と
う
ち「
防
災
と
ま
ち
づ
く
り
教
室
」を

開
催
し
ま
す

遺
族
が
受
給
す
る
年
金
に
係
る
税
法
上
の

取
り
扱
い
が
変
更
に
な
り
ま
す

◎当地域の委託事業者
　日立キャピタル債権回収・
　日立キャピタル共同企業体
　☎０１２０- ２１１- ７２５



10 月 15 日、福田保
育園で５歳児を対象
にお茶席体験教室が
開催されました。日
本の伝統文化に触れ
るとともに、地域交
流の場として、開催

今月の表紙

されたものです。ボランティアで講師を務めた茶道の先生の優し
く、ときに厳しい指導のもと、園児たちは、神妙な面持ちでお辞
儀をしたり、お茶を点てたりしていました。

　11 月９日、100 歳を迎えた雪吉光惠さん

（長船町福里）の自宅を市職員が訪問しまし

た。お祝い状や記念品が贈られると、家族と

一緒ににこやかに受け取りました。

　雪吉さんは、習字、墨彩画、俳句など多趣

味で、卒寿の記念として句集「返り花」を出

版。几帳面な性格で、92 歳まで毎日日記を

つけていました。現在は特別養護老人ホーム

ハモニカ（岡山市東区浅川）のショートステ

イを利用しながら暮らしています。雪吉さん、

これからもお体を大切にお過ごしください。

救助工作車を使って岸壁へ搬送（左上）／遭難者に見立てた人形を協力して救助（右下）

　10 月５日に、岡山県水難救済会が牛窓町

漁協前で海難救助訓練を行い、牛窓町漁協や

消防本部など約 40 人が参加しました。

　小型船が漂流物と衝突して航行不能とな

り、乗員が海中に転落との想定で、同漁協の

救助船が小型船を桟橋までえい航し、転落者

に見立てた人形の捜索や救助を行った後、心

肺蘇生をしながら救急車へ引き渡しました。

　心臓マッサージや自動体外式除細動器（Ａ

ＥＤ）の講習もあり、参加者は救助活動にお

ける連携の重要性を再確認していました。

    チームワークで早期救助　　海難救助訓練を実施

  いつまでもお元気で　100 歳を迎えた高齢者をお祝い
　10 月１日、牛窓支所の３、４階に瀬戸内市立美術館が

開館しました。

　開館に先立って隣接する牛窓町公民館で行われた記念式

典には、関係者約 70 人が出席。牛窓オリーブ園を拠点に

30 年以上制作活動を行い、「オリーブの画家」と呼ばれ親

しまれた故佐竹徳画伯について、長女の佐竹美知子さんが

画伯の優しい人柄が伝わるエピソードを紹介しました。

　開館記念「佐竹徳展」では、佐竹画伯から寄贈された牛

窓オリーブ園をモチーフにした大作、デッサンなどが展示

され、来場者は、佐竹徳の世界を満喫していました。

　美術館では、画伯の油彩画を中心に市ゆかりの美術作品

などを紹介します。また、ギャラリーや研修室などを設け、

市民や芸術家による文化・芸術活動の発表や絵画教室など

を行うことにしています。

  芸術と文化活動の拠点に　瀬戸内市美術館が開館

テープカットを行う関係者の皆さん

熱心に絵を見る来場者（上）／あいさつを行う佐竹美知子さん（下）

　10 月 17 日に、上寺山餘慶寺（邑久町北島）

で薬師堂の解体修理現場が公開され、訪れた

人は足場に登り熱心に見学していました。

　この日は、新たに発見された、今まで不明

だった前身の薬師堂が慶長元（1596）年に

創建されたとの記述がある棟札や鬼瓦なども

展示されました。

　講演を行った根木修さん（元岡山市教委文

化財課長）は、「江戸時代に再建された現在

の薬師堂には、創建当時の部材が再利用され、

棟札の記述とも年代が合う」と説明しました。

  江戸時代の技術に驚嘆　上寺余慶寺薬師堂の解体修理現場を公開

迫力満点の鬼瓦（左上）／さまざまな部材が巧みに組み合わされた薬師堂（右下）

家族の皆さんに囲まれる雪吉さん



街頭での警戒活動を推進

　瀬戸内警察署では、12 月１日（水）
から平成 23 年１月５日（水）まで、
市民の皆さんが安心して過ごせるよ
う警戒活動を積極的に推進し、犯罪
や事故の防止活動を強化します。
　この時期は、金融機関、コンビ
ニなどを狙った強盗事件や、自転
車などを狙った乗り物盗の多発が
予想されます。自分の財産は自分
で守る自主防犯の強化をお願いし
ます。また、子どもが犯罪の被害
に遭わないよう通学路や遊び場な
どでの見守り活動などにご協力を
お願いします。
■問い合わせ先　瀬戸内警察署

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

　

年
末
は
大
掃
除
な
ど
、
ご
み
を

出
す
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
年
末
年
始
の
ご
み
収

集
を
下
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
出
し
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

不
用
に
な
っ
た
衣
服
や
書
類
関

係
は
、
で
き
る
だ
け
資
源
化
回
収

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
源
ご
み

回
収
場
所
は
、
本
紙
折
り
込
み
チ

ラ
シ
「
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
老
人
会
な
ど
の
資
源

ご
み
回
収
団
体
が
実
施
し
て
い
る

回
収
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
末
年
始
に
お
け
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
休
業
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
休
業
期
間　

12
月
29
日
（
水
）

　

〜
平
成
23
年
１
月
３
日
（
月
）

　

通
常
の
持
込
場
所
お
よ
び
時
間

は
次
の
と
お
り
で
す
（
土
日
、
祝

日
を
除
く
）。

▽
持
込
場
所
お
よ
び
時
間　

　

・
牛
窓
・
邑
久
地
域

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

・
長
船
地
域

　

長
船
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
　

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

　

12
月
に
入
り
、
年
の
瀬
を
迎
え

る
こ
と
で
何
か
と
忙
し
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
起
こ
す
こ
と
な

く
、
無
事
に
新
年
を
迎
え
る
た
め

に
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ゆ
と
り
と
譲
り
合
い
の
運
転

　

年
末
年
始
は
、
い
つ
も
以
上
に

交
通
量
が
多
く
な
り
、
車
を
運
転

し
て
い
て
も
気
持
ち
の
ゆ
と
り
を

失
い
が
ち
で
、
交
通
事
故
の
多
発

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
焦
ら
ず
、
急

が
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
、
譲
り
合
い

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
安
全
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
絶
対
禁
止

　

飲
酒
運
転
は
被
害
者
の
「
大
切

な
命
」だ
け
で
な
く
、「
家
族
」「
お

金
（
賠
償
金
）」「
社
会
的
地
位
」

な
ど
た
く
さ
ん
の
も
の
を
失
い
ま

す
。
こ
の
時
期
は
、
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、「
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
」
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を

根
絶
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

目
立
つ
こ
と
が
大
事

　

反
射
材
を
着
用
す
る
と
ド
ラ
イ

バ
ー
に
あ
な
た
の
存
在
が
は
っ
き

り
確
認
さ
れ
、
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。
夕
方
・
夜
間
に
外
出

す
る
と
き
は
、
明
る
い
服
装
を
心

掛
け
、
反
射
材
を
必
ず
身
に
付
け

る
こ
と
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
警
察
署

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

警警
察察察察
安安
全全全全
情情
報報

④
風
が
強
い
日
に
火
を
た
か
な
い

　

風
の
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
の
た
き
火
は
危

険
で
す
。
必
ず
水
を
用
意
し
て
、

確
実
に
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
火
遊
び
を
さ
せ
な
い

　

子
ど
も
に
は
火
の
正
し
い
使
い

方
、
恐
ろ
し
さ
を
教
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
日
差
し
の
強

い
と
こ
ろ
に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

な
ど
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑥
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
を
整
理

　

カ
ー
テ
ン
な
ど
、
ス
ト
ー
ブ
の

周
り
に
燃
え
る
も
の
を
近
づ
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

給
油
は
完
全
に
火
を
消
し
て
か
ら

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
配
線
周
り
は
き
れ
い
に

　

た
こ
足
配
線
や
コ
ー
ド
に
物
を

乗
せ
る
こ
と
は
発
火
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
も
掃

除
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
予
防
課

 

明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に

 

年
末
年
始
の
火
災
予
防

　

年
末
年
始
は
、
防
火
に
対
す
る

注
意
を
怠
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、

こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

季
節
風
も
強
く
な
る
た
め
、
少
し

の
油
断
か
ら
火
災
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
火
災

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

①
放
火
を
さ
せ
な
い

　

ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
当
日
の
朝

に
出
す
な
ど
、
家
の
ま
わ
り
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
物
置
な
ど
の
戸

締
り
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

②
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
な
い

　

火
が
つ
い
て
い
る
も
の
か
ら
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
し
て
く

だ
さ
い
。
コ
ン
ロ
ま
わ
り
に
燃
え

や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
よ
う
に

し
、
着
衣
へ
の
着
火
に
も
十
分
注

意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
寝
た
ば
こ
、
ポ
イ
捨
て
は
厳
禁

　

灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
お
き
、

吸
殻
を
捨
て
る
と
き
は
必
ず
水
に

さ
ら
し
、
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を

放
置
し
な
い
で
、
必
ず
消
火
の
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年末年始の地区別ごみ収集日程

※福岡、服部、八日市、長船地区の平成 23 年１月１日（土）の粗大ごみの収集はお休みです。

　　　　　　　　　　　　　日程
　
　　地区名

12月 1月
24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

収集区分 通常 特別 通常

牛
窓
町

牛窓地区 燃える
ごみ ビン類 燃える

ごみ カン類 燃える
ごみ

鹿忍地区 燃える
ごみ

燃える
ごみ

燃える
ごみ カン類

長浜地区 燃える
ごみ

燃える
ごみ

燃える
ごみ カン類

邑
久
町

ホームランド邑久、フラワーピース
タウン、福元団地、邑久団地、小物
屋地区、市営住宅（福元）、福元グ
リーンタウン、金重団地、和幸団地、
岡南団地、昭和苑、カトレア団地、
レストタウン邑久、福田地区全域
（福中地区を除く）、笠加地区全域

燃える
ごみ

金属
混合類

燃える
ごみ カン類 燃える

ごみ

玉津地区全域、本庄大土井、裳掛
地区全域（黒井、白谷、布浜、愛生、
光明を除く）

燃える
ごみ

燃える
ごみ カン類 燃える

ごみ

裳掛地区（黒井、白谷、布浜、愛生、
光明）

燃える
ごみ

燃える
ごみ

燃える
ごみ

福吉、中庄西・東、邑久ハイツ、
市営住宅（山田庄）、雇用促進住宅、
邑久ブルーハイツ、あさひコーポ、
福中地区、今城地区全域 

燃える
ごみ

金属
混合類

燃える
ごみ

燃える
ごみ

尾張地区（駅前地区を含む）、山手・
真徳地区、豊安地区、豊原地区全域、
本庄地区全域（大土井を除く）

燃える
ごみ

燃える
ごみ

燃える
ごみ カン類

長
船
町

福岡住宅、西須恵、東須恵、飯井、
牛文、磯上、福里、土師地区

燃える
ごみ

燃える
ごみ

燃える
ごみ

食料品用
空ビン

福岡、服部、八日市、長船地区 燃える
ごみ

燃える
ごみ

食料品用
空ビン

燃える
ごみ

年
末
年
始
の
た
め
、
収
集
を
お
休
み
し
ま
す
。



　

日
（
木
）

▽
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
年

　

末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
持
っ
て
く
る
も
の

　

・
領
収
書
（
医
療
機
関
で
発
行
）

　

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

　

種
済
証
の
写
し
（
医
療
機
関
で

　

発
行
）

　

・
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

　

・
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

今
年
の
冬
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

毎
年
秋
以
降
に
流
行
し
ま
す
が
、

昨
年
、
豚
に
由
来
す
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
今
年
は
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

重
な
っ
て
流
行
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合

は
、
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
人
が

多
く
、
早
め
に
予
防
接
種
な
ど
の

対
策
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　予

防
の
た
め
に

　　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
力

が
強
く
、
感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ

み
な
ど
の
し
ぶ
き
に
含
ま
れ
る
ウ

イ
ル
ス
を
別
の
人
が
吸
い
込
ん
だ

り
、
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
物
を

触
っ
た
手
で
口
や
目
の
粘
膜
を
触

る
こ
と
で
粘
膜
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が

進
入
し
て
感
染
し
ま
す
。

　

流
行
期
に
は
人
混
み
や
感
染
者

の
多
い
場
所
へ
の
外
出
を
避
け
る

と
と
も
に
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
外
出
後
に
は
、
手
洗
い
と
う

が
い
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。
手

は
石
け
ん
で
15
秒
以
上
洗
い
、
流

水
で
流
し
ま
す
。

　

ま
た
、普
段
か
ら
体
力
を
つ
け
、

抵
抗
力
を
高
め
る
よ
う
に
十
分
な

休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が

あ
る
時
は
、
マ
ス
ク
を
つ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
咳
や
く
し
ゃ

み
が
出
る
時
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

で
鼻
と
口
を
押
さ
え
、
人
か
ら
顔

を
背
け
る
よ
う
に
し
て
、
ほ
か
の

人
へ
の
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の

か
ぜ
と
違
い
、
突
然
の
高
熱
・
頭

　

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
両

方
を
含
め
た
ワ
ク
チ
ン
が
製
造
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
こ
の
新
し
い
ワ
ク
チ

ン
で
の
予
防
接
種
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。
接
種
期
限
ま
で
に
、
積

極
的
に
接
種
を
受
け
て
、
感
染
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
接
種
期
限　

平
成
23
年
３
月
31

　

日
（
木
）

▽
接
種
回
数

　

・
13
歳
未
満　

２
回

　

・
13
歳
以
上　

１
回
（
基
礎
疾
患

　

の
あ
る
人
は
医
師
の
判
断
に
よ

　

り
２
回
）

▽
接
種
場
所　

国
・
市
が
契
約
を

　

し
て
い
る
県
内
の
医
療
機
関

※
市
内
各
医
療
機
関
お
よ
び
県
内

　

相
互
乗
入
れ
予
防
接
種
協
力
医

　

療
機
関
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
に
連

　

絡
後
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

痛
・
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が

現
れ
ま
す
。

　

抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢

者
な
ど
は
、
合
併
症
に
よ
り
死
に

至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
で
あ
る

タ
ミ
フ
ル
な
ど
は
、
発
熱
な
ど
の

症
状
が
出
て
か
ら
48
時
間
以
内
に

服
用
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

急
な
発
熱
・
頭
痛
・
全
身
の
だ

る
さ
な
ど
が
あ
る
時
は
、
マ
ス
ク

を
つ
け
て
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
で
の
療
養
に
当
た
っ
て

は
、
室
内
を
加
湿
器
や
濡
れ
タ
オ

ル
な
ど
で
保
湿
し
、
身
体
を
温
か

く
し
て
休
む
よ
う
に
し
ま
す
。

　

こ
の
時
、発
熱
に
よ
る
発
汗
で
、

脱
水
状
態
に
陥
ら
な
い
よ
う
水
分

を
こ
ま
め
に
補
給
し
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
消
化
の
良
い
も
の
を
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
、
日
頃
の
予
防
と
早
め

の
対
応
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◆作り方
①野菜をそれぞれ千切りにする。
②ボールに天ぷら粉と冷水を入れて軽く混ぜ
　て、①とアミを入れてざっくりと混ぜる。
③揚げ油を180度に熱して②をおたまを使っ
　て流し入れ、形を丸く整えながらカラリと
　揚げる。
④③を器に盛り、天つゆと抹茶塩を添える。

今が旬のアミを使ったかき揚
げを作りました。今回は生ア
ミを使用しました。干しアミ
もゴマや塩ふきコブを刻んで
混ぜ、ふりかけにすると香り
がいいですよ。子どもから高
齢者まで喜ぶと思います。

◆材料（４人分）
●アミ（100g） 
●サツマ芋（50g）
●ニンジン（50g）
●タマネギ（50g）
●ゴボウ（50g）

●ピーマン（2個）
●天ぷら粉（2/3 カップ）
●冷水（2/3 カップ）
●揚げ油（適量）

【天つゆ】
●めんつゆ（120cc） 
●大根（100g）

●抹茶塩（少々）

北浦郁枝さん（牛窓町長浜栄養委員）です

アミは、丸ごと食べられるのでカルシウムの宝庫で
す。ただしナトリウムも多いので、味付けは控えめに。
アミ大根がよく食べられますが、瀬戸内ならではの
新鮮なアミをさっとゆでて、サラダや大根おろしな
どで手軽に食べてみましょう。

▽
接
種
費
用　

医
療
機
関
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
持
っ
て
く
る
も
の

　

・
各
種
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

・
母
子
健
康
手
帳
（
小
学
生
以
下
）

接
種
費
用
の
助
成
制
度

　

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
は
接
種
費
用
の

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
予
防
接
種
を
受
け
る

人
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成
」
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
助
成
対
象
者　

市
民
税
非
課
税

２歳以下の子どもに多い
病気は、白っぽくて酸っ
ぱい臭いがする下痢便の
出るロタウイルス感染症
です。嘔吐で始まり、１
日から２日遅れて白い便

が出ます。全経過１週間程度で治りますが、脱水にな
りやすいので、半日以上尿が出ないようなら要注意で
す。このほか２歳未満では、重症になりやすい病気と
して RS ウイルス感染症があります。はじめは鼻水の
みの症状が多いのですが、病気が進行し、咳込みやゼー
ゼーと呼吸が苦しそうになってくると、お乳が飲めな
くなったりします。早めに医療機関を受診しましょう。
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

乳幼児の冬の感染症について

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

ロタウイルス

　

世
帯
、
生
活
保
護
世
帯

▽
申
請
場
所　

健
康
づ
く
り
推
進

　

課
、
保
健
福
祉
部
邑
久
分
室
、

　

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

印
鑑

▽
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
年

　

末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

助
成
制
度
を
利
用
し
な
い
で
接

種
を
行
っ
た
助
成
対
象
の
人
は
接

種
費
用
の
払
い
戻
し
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
払
戻
申
請
場
所　

健
康
づ
く
り

　

推
進
課

▽
申
請
期
限　

平
成
23
年
３
月
31 

※大根はおろしておきます。



　

美
和
神
社
（
長
船
町
東
須
恵
）

は
、
延
喜
５
（
９
２
７
）
年
に
ま

と
め
ら
れ
た
「
延
喜
式
」
の
神
名

帳
（
当
時
「
官
社
」
と
さ
れ
て
い

た
全
国
の
神
社
一
覧
）
に
片
山
日

子
神
社
（
長
船
町
土
師
）
や
安
仁

神
社
（
岡
山
市
東
区
西
大
寺
）
と

と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
古
社

で
、
標
高
１
６
６
メ
ー
ト
ル
の
広

高
山
山
頂
に
あ
り
ま
す
。

広
高
山
に
残
る
伝
説

　

広
高
山
に
は
、
地
名
の
由
来
を

伝
え
る
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

神
功
皇
后
が
乗
っ
た
軍
船
が
牛

窓
の
蕪か
ぶ
ら
ざ
き崎で
休
憩
し
た
と
き
、
皇

后
の
愛
馬
で
あ
る
白
鷹
が
誤
っ
て

海
に
落
ち
ま
し
た
。
白
鷹
は
錦
海

湾
を
北
に
向
か
っ
て
泳
ぎ
、
尻
海

に
上
陸
し
ま
し
た
。
陸
に
上
が
っ

た
白
鷹
は
、
さ
ら
に
山
中
を
走
っ

て
、
須
恵
の
山
へ
駆
け
上
が
り
、

そ
こ
で
息
が
絶
え
て
死
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

　

須
恵
の
住
民
は
白
鷹
を
ね
ん
ご

ろ
に
葬
り
、山
の
名
を
「
白
鷹
山
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
後
に
「
広
高
山
」
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

美
和
神
社
の
由
来

　

祭
神
は
大
お
お
も
の
ぬ
し
の
か
み

物
主
神
で
、
大お
お
み
わ神
神

社
（
奈
良
県
桜
井
市
）
か
ら
勧
か
ん
じ
ょ
う請

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
勧
請

年
月
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
地
に

移
住
し
て
き
た
須
恵
器
の
陶
工
集

団
と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
、
７
世

紀
前
後
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
金
川
（
岡
山
市
北
区

御
津
）
の
城
主
松
田
左
近
が
日
蓮

宗
を
信
奉
し
、
領
内
の
神
社
を
弾

圧
し
た
と
き
、
難
を
避
け
る
た
め

「
広
高
八
幡
宮
」
と
改
称
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
文
書

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鳥
居
の
扁
額

に
は
神
八
幡
宮
と
刻
字
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
改
称
は
実
際
に
行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
明
治
３
（
１
８
７
０
）

年
に
は
元
の
美
和
神
社
に
復
称

し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

境
内
か
ら
は
、「
天
正
十
三
年

閏
七
月
拾
三
日　

八
幡
舞
殿
建
立

つ
か
ま
つ
り
候　

す
へ
畑
寺　

空

賢　

敬
白　

西
蔵
坊
行
海
」
と
ヘ

ラ
書
き
さ
れ
た
丸
瓦
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

　

瓦
に
は
、天
正
13
（
１
５
３
５
）

年
に
広
高
八
幡
宮
に
舞
殿
を
建
立

す
る
と
き
に
、
美
和
神
社
の
別
当

寺
（
神
社
に
付
属
し
て
置
か
れ
た

寺
の
こ
と
）
で
あ
っ
た
「
畑
山
大

聖
寺
」
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
、
こ
の
刻
字
に
よ
り
舞

殿
が
建
て
ら
れ
舞
が
奉
納
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

慶
安
元
（
１
６
４
８
）
年
の
記

録
に
よ
る
と
神
職
２
人
、
神み

こ子
・

禰ね

ぎ宜
24
人
が
奉
仕
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
神
輿
３
基
、
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬

用
の
馬
が
３
頭
、
御
神
幸
用
の
馬

が
９
頭
と
あ
り
、
祭
典
が
盛
大
に

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
で
も
、
毎
年
10
月
８・
９

日
に
は
、
東
須
恵
と
西
須
恵
の
祷

主
と
神
職
お
よ
び
従
者
数
名
が
、

海
岸
で
潮
ご
り
を
と
り
、
身
を
清

め
た
後
、
広
高
神
社
へ
酒
・
米
な

ど
供
え
て
お
祭
り
を
す
る
行
事
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
ヤ
マ
モ
モ
の
巨
木

　　

美
和
神
社
の
本
殿
北
側
に
は
、

自
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
樹
齢

約
３
０
０
年
の
ヤ
マ
モ
モ
の
古
木

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ヤ
マ
モ
モ
は
、
市
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
大

き
さ
は
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
、
枝
葉

の
広
が
り
が
東
西
15
メ
ー
ト
ル
、

南
北
10
メ
ー
ト
ル
の
巨
木
で
す
。

　

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
美
和

神
社
と
と
も
に
、
長
年
地
域
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

☎
☎
☎

BooKs

　

遺
言
や
相
続
問
題
、
成
年
後
見

制
度
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
、

誰
に
で
も
起
こ
る
問
題
で
す
。

　

公
民
館
で
は
、
法
律
講
座
「
身

近
な
法
律
知
識
教
え
ま
す
」
を
開

講
し
、
法
務
局
職
員
が
現
場
で
の

知
識
を
生
か
し
て
分
か
り
や
す
く

皆
さ
ん
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

▽
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
者

▽
定
員　

 

40
人

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
４
回
分
）

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具

▽
時
間　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時  

　

30
分

▽
募
集
期
間　

12
月
７
日
（
火
）

　

〜
24
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

各
公
民
館

 

公
民
館
講
座
に
加
わ
り
ま
す

 

チ
エ
の
ヨ
ガ
教
室

　

ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
と
呼
吸
法
を
使

い
、
自
分
自
身
と
向
か
い
合
う
こ

と
で
、
気
づ
き
、
変
化
が
生
ま
れ

ま
す
。
一
緒
に
心
地
よ
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

毎
週
木
・
土
曜

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

ヨ
ガ
マ
ッ

　

ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で
も
可
）

▽
料
金　

３
、０
０
０
円
（
月
額
）

　

※
月
単
位
で
申
し
込
ま
な
い
場
合

　

は
、
１
回
１
、０
０
０
円
で
す
。

※
初
回
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
松
原
さ
ん

　

☎
０
９
０-

７
４
９
４-

２
２
１
４

 

集
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
！

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
業

「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
は
、

こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
楽
し
い
行

事
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
お
飾
り
作
り

▽
日
時　

12
月
18
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
参
加
費　

１
０
０
円

▽
場
所　

長
船
町
公
民
館

②
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

▽
日
時　

12
月
24
日
（
金
）　　

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

三
角
巾
、

　

エ
プ
ロ
ン
、
布
巾

▽
参
加
費　

１
０
０
円
＋
材
料
代

※
材
料
代
は
、
当
日
お
知
ら
せ
し

　

ま
す
。

　
お
母
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
ね
ず
み
の
兄
弟
が
お
買

い
物
。
荷
車
を
引
い
て
、何
を
買
い
に
い
く
の
か
な
？

い
ろ
ん
な
お
店
に
行
っ
て
、
大
荷
物
で
帰
っ
た
子
ね

ず
み
た
ち
を
待
っ
て
い
た
の
は
…
。
お
買
い
物
の
楽

し
さ
が
い
っ
ぱ
い
の
絵
本
で
す
。 

　
多
田
ヒ
ロ
シ
…
著

　三浦竜 &日本史倶楽部…著

　江戸時代の「貯蓄癖」が抜けない愛知県民、「ダル
マは青色」と思い込む宮城県民。お隣の県のことでも、
案外分かっていないもの。そんな日本全国の県民性
に、歴史や地図などから迫ります。意外に思うことも、
最後には「なるほど！」と納得できるはずです。

美和神社

広高八幡宮文字瓦（右は拓本）

 

法
律
講
座
の
受
講
生
を
募
集

身
近
な
法
律
知
識
教
え
ま
す

開催日および内容
①平成 23 月１月 12 日（水）
　「遺言ってどうすればいいんでしょう？」
②平成 23 月１月 19 日（水）
　「私の相続分は？　登記手続き」
③平成 23 月１月 26 日（水）
　「土地の境界あれこれ（筆界特定制度）」
④平成 23 月２月２日（水）
　「自分のために　みんなの安心成年後見制度」



の
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
共
同

経
営
者
も
２
名
ま
で
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　

☎
０
５
０-
５
５
４
１-

７
１
７
１

　

HP http://w
w
w
.sm
rj.go.jp/

　

kyosai/index.htm
l

 

請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

 

戦
後
強
制
抑
留
者
特
別
給
付
金

　　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
請
求
書

類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

　

昭
和
20
年
８
月
９
日
以
来
の
戦

争
の
結
果
、
同
年
９
月
２
日
以
後

旧
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地

域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ
、
平

成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を

有
す
る
存
命
の
人 

▽
請
求
期
限　

平
成
24
年
3
月
31

　

日
（
土
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

６
時
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

①
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
の
場
合

　

☎
０
５
７
０-

０
５
９-

２
０
４

②
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

　

☎
０
３-

５
８
６
０-

２
７
４
８

  

働
く
女
性
を
目
指
し
て

 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

　

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

と
し
て
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女

性
を
対
象
に
、パ
ソ
コ
ン
講
座（
エ

ク
セ
ル
検
定
３
級
合
格
を
目
指
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
や
さ
ま
ざ
ま

な
働
き
方
に
関
す
る
知
識
な
ど
を

習
得
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
受
講
期
間　

平
成
23
年
１
月
18    

　

日
（
火
）
〜
２
月
24
日
（
木
）

　

の
間
で
、
毎
週
火
〜
金
曜
日
の

　

22
日
間

▽
受
講
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

　

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　

岡
山
市
北
区
南
方
２-

13-

１

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
６
階

　

☎
０
８
６-

２
３
５-

３
３
０
７

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

 

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、
家
庭
と
地
域
社
会
で
愛
さ
れ

る
犬
の
育
成
と
、
よ
り
良
い
飼
い

主
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
毎
月
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

犬
の
健
康
管
理
や
関
係
法
令
を

学
ぶ
講
習
会
と
飼
い
犬
へ
の
具
体

的
な
し
つ
け
方
を
学
ぶ
実
技
講
習

　

毎
年
、
年
末
商
品
を
買
い
求
め

る
来
場
者
で
大
賑
わ
い
。
消
費
者

と
生
産
者
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
25
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

岡
山
ド
ー
ム
（
岡
山
市

　

北
区
北
長
瀬
表
町
１-

１-

１
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
農
協
営
農
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

３
２
２
４

 

お
越
し
く
だ
さ
い

 

読
初
の
儀

　

特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
で
、

「
読よ
み
は
じ
め初の
儀
」
を
行
い
ま
す
。
新

年
に
当
た
っ
て
行
う
学
校
開
き
と

勉
強
初
め
の
儀
式
で
す
。

　

参
加
者
一
同
、
孔
子
の
像
に
献

香
・
拝
礼
の
後
、
国
宝
の
講
堂

に
正
座
し
て
論
語
の
章
句
を
朗
唱

し
、新
年
の
抱
負
な
ど
語
り
合
い
、

講
堂
の
床
磨
き
を
行
い
ま
す
。
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

旧
閑
谷
学
校
は
元
旦
か
ら
開
い

て
い
ま
す
。
孔
子
像
も
元
旦
か
ら

４
日
ま
で
特
別
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
23
年
１
月
４
日（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　

旧
閑
谷
学
校
（
備
前
市

　

閑
谷
７
８
４
）

▽
参
加
費　

無
料

※
史
跡
入
場
料
は
必
要
で
す
。

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

重
ね
履
き

　

用
の
靴
下

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校

　

顕
彰
保
存
会

　

☎
０
８
６
９-

６
７-

１
４
２
７

 

歌
っ
て
踊
っ
て

 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

ポ
ッ
プ
ス
バ
ン
ド
の
テ
イ
ク
・

ワ
ン
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

生
演
奏
で
、
歌
っ
て
、
踊
っ
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
催
し
も
の
を
考
え
て
い
ま

す
。
短
い
時
間
で
す
が
、
ぜ
ひ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
４
日
（
土
）　

　

午
後
２
〜
５
時

▽
場
所　

旧
鯉
の
ぼ
り
図
書
館

　
（
牛
窓
町
鹿
忍
７
８
３-

１
５
４
）

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

出
射
さ
ん

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

▽
日
時　

12
月
31
日
（
金
）

　

午
後
６
時
〜

▽
場
所　

上
寺
山
境
内
（
邑
久
町

　

北
島
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

餘
慶
寺
納
経
所

　

☎
０
８
６-

９
４
２-

０
１
８
６

 

開
催
し
ま
す

 

プ
チ
プ
チ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ

　　

糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
団
「
ち
ょ

う
・
か
え
る
一
座
」
の
結
成
10
周

年
を
記
念
し
て
、
人
形
劇
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

朗
読
や
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
フ
ェ
ス
タ
で
す
。
お
茶
や
ク
ッ

キ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
18
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
林
さ
ん

　

☎
０
９
０-

３
７
４
９-

７
２
３
６

　

☎
０
９
０-

４
８
９
７-

８
６
９
２

 

新
年
に
風
船
を
飛
ば
し
ま
せ
ん
か

 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト

　

上
寺
山
の
文
化
財
保
存
や
環
境

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
上
寺
山
を
良
く
す
る

会
で
は
、
地
域
文
化
の
創
造
に

向
け
て
、
境
内
や
参
道
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
毎

年
年
末
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
11
回
目
と
な
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
。
当
日
は
、
家
族
ぐ
る
み

で
賞
品
の
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
１
年
の
願
い
を
込
め
、
新

年
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
合
わ

せ
て
夜
空
へ
風
船
を
飛
ば
す
行
事

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

▽
申
込
期
間　

12
月
15
日
（
水
）

　

〜
17
日
（
金
）

▽
応
募
資
格　

　

結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
な

ど
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

そ
の
後
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

で
全
期
間
出
席
で
き
る
人

▽
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
、
検

　

定
受
験
料
は
実
費
負
担
）

▽
定
員　

28
人
（
選
考
に
よ
っ
て

　

決
定
）

▽
申
込
方
法　

　

申
込
期
間
内
に
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ

ー
へ
お
越
し
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
県
男

岡山県最低賃金が改定

　岡山県最低賃金が平成 22 年 11
月５日から時間額 683 円に改定さ
れています。最低賃金制度とは、最
低賃金法に基づいて国が賃金の最低
限度を定め、使用者は、その最低賃
金額以上の賃金を労働者に支払わな
ければならないとする制度です。
　最低賃金には、岡山県内のすべて
の労働者とその使用者に適用される
「岡山県最低賃金」のほかに、特定
の産業の労働者とその使用者に適用
される「特定最低賃金」があります
ので、ご注意ください。
■問い合わせ先
　岡山労働局労働基準部賃金室
　☎０８６-２２５ - ２０１４

ライトアップされた餘慶寺

 

加
入
し
ま
し
ょ
う

 

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
ま
た
は
会
社
の
役
員
の

人
が
事
業
を
や
め
た
り
、
退
職
し

た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業

の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ

ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
た
め
に

国
が
つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
、

い
わ
ば
小
規
模
企
業
者
の
た
め
の

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
掛
金
は
全
額

所
得
控
除
、
受
け
取
る
共
済
金
も

退
職
所
得
扱
い
ま
た
は
公
的
年
金

な
ど
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま

す
。
な
お
、法
律
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
23
年
１
月
か
ら
個
人
事
業
主

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
皆

さ
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

　

①
し
つ
け
方
講
習
会　

毎
月
第
１

　

日
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　

②
し
つ
け
方
実
技　

毎
月
第
３
日

　

曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

※
実
技
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
実
技
に
参
加
で
き
る
犬

　
　

５
カ
月
か
ら
２
才
未
満
の
健
康
な

犬
（
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
、
混

合
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
で
あ
る
こ
と
）

▽
場
所　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン

　

タ
ー
（
岡
山
市
北
区
御
津
伊
田

　

２
７
５
０
）

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
（
財
）
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

３
２
８
８

 

新
鮮
な
農
産
物
を
販
売
し
ま
す

 

お
か
や
ま
農
林
フ
ェ
ス
タ

　　

岡
山
市
農
協
や
岡
山
市
な
ど
で

構
成
す
る
お
か
や
ま
地
産
地
消
推

進
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、
岡
山

の
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
な
ど

を
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
販
売
す
る
「
お

か
や
ま
農
林
フ
ェ
ス
タ
＆
ト
ラ
ッ

ク
産
直
市
」
を
開
催
し
ま
す
。



●行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

●心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４

●なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２

●住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９

●消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：くらしの相談員】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９

◇育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４

◇乳幼児こころの健康相談
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

○身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日は別途お知らせ）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３

※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5ヵ月児） 12月 21日（火） 平成22年 7月生

乳児健診
（9・10 ヵ月児） 12月 15日（水） 平成22年 3月生

1 歳６ヵ月児健診 12月   8   日（水） 平成21年 5月生
2 歳児健診 12月   9   日（木） 平成20年 8月生
3 歳児健診 12月 22日（水） 平成19年 6月生

子どもの健診

人の動き《平成 22年 11 月 1日現在》
人口 ３９，３４４人 （＋６５）
男 １８，７３５人  （＋１４）
女 ２０，６０９人 （＋５１）
世帯 １４，５６０戸 （＋７２）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分月納期の市税・保険料

11/28 11/29 11/30 1
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

2
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

3
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

4
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

5
体協　冬季バレーボール大会
　9：00 ～
　牛窓体育館

6
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

7
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

8
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

9 10
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

11
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

12
体協　歩こう会
　百間川コース
　８：29邑久駅発赤穂線

13 14
◇育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

15
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
●住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

16
●消費生活相談
　9：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

17 18
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

19 20　
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

21  
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

22
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
※子ども人権相談も実施
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

23  天皇誕生日 24
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
※子ども人権相談も実施
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
◇離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

25

26 27
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
※子ども人権相談も実施

28 官公庁仕事納め 29 30 31 1/1 元日

      　　2010　December
12

固定資産税【３期】　国民健康保険税【５期】
介護保険料【５期】　後期高齢者医療保険料【３期】
※納付期限は 12 月 27 日（月）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

各種相談

生活習慣病教室
　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　12 月 14 日（火）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「COPD（慢性閉塞性肺疾患）について」

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　５００円（食事付き）　１００円（食事なし）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

あじさい講座
　在宅介護支援センターあじさいでは、地域福祉の向上を図る
ことを目的に下記のとおりあじさい講座を開催します。
　なお、当日は、介護用品の展示も行います。

▽日時　12 月４日（土）　午前 10 時～正午

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽テーマ　「薬の正しい理解について」

▽講師　金田崇文氏（邑久薬剤師会支部長・薬剤師）　　　

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ -６３６６

献血バス巡回
　医学が進歩した現在においても、輸血用血液は人工的に作る
ことができず、大変不足しています。次のとおり献血バスが巡
回しますので、皆さんのご協力をお願いします。

▽日時　12 月 21 日（火）　午前９時 30 分～午後４時

▽場所　瀬戸内市役所

▽対象者　16 ～ 69 歳の人
※ 65 歳以上の人の献血については、　60 ～ 64 歳の間に献血経
　験のある人のみが対象です。

▽持ってくるもの
　身分証明書（運転免許証など）
※以前献血をした人は献血手帳 （カード）を持参してください。
　なくてもかまいません。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

糖尿病予防教室
　市では、糖尿病予防のための「糖尿病予防教室」を開催します。
　「メタボリックシンドロームの予防」と題した講話や調理実
習、運動などを行います。

▽日時
①平成 23 年 1月 15 日（土）　午前 10 時～午後３時
②平成 23 年１月 23 日（日）　午前 10 時～午後１時 30 分
※できるだけ２日間参加してください。

▽場所　ゆめトピア長船

▽持ってくるもの　エプロン、三角巾、布巾２枚
※動きやすい服装で参加してください。

▽定員　20 名（先着順）

▽申込期限　12 月 20 日（月）
■問い合わせ・予約先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

法律相談
　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を希望
する人は、事前にご予約ください。予約開始日は12月 1日（水）
からで、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　平成 23 月１月 13 日（木）　午前 10 時～午後３時

▽場所　瀬戸内市役所

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://sports.geocities.jp/setouchi_taikyo/



①１歳の赤ちゃんの写真
　両親の名前、赤ちゃんの生年月
日、両親からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９-２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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正
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窓
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牛
窓
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明
子
（
長
船
町
磯
上
）

片
島　

秋
月
（
長
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町
福
岡
）

片
島
智
恵
子
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長
船
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福
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邑
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豊
安
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好
子
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▼
先
日
、
親
戚
か
ら
新
鮮
な
ボ
ラ
を
も

ら
い
ま
し
た
。
食
べ
切
れ
な
か
っ
た
刺

身
を
次
の
日
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
し
た
と

こ
ろ
、
身
が
こ
り
っ
と
し
て
い
て
ま
た

違
っ
た
お
い
し
さ
が
！
▼
農
業
と
漁
業

が
盛
ん
で
、
海
の
幸
・
山
の
幸
に
恵
ま

れ
た
瀬
戸
内
市
。
お
い
し
い
地
元
産
の

食
材
を
食
卓
に
取
り
入
れ
、
食
欲
の
秋

を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

よ
し
こ

▼
珍
し
く
次
女
が
し
ょ
げ
て
い
ま
し

た
。
友
だ
ち
に
絵
を
下
手
と
言
わ
れ
た

の
が
原
因
。
確
か
に
落
書
帳
に
描
か
れ

た
お
姫
様
は
怪
人
…
。
今
ま
で
「
上
手

じ
ゃ
な
ぁ
」
と
ほ
め
て
い
ま
し
た
が
、

現
実
を
知
っ
た
よ
う
で
す
。
▼
10
月
１

日
に
美
術
館
が
開
館
し
ま
し
た
。芸
術
・

文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ナ
ベ

①１歳の赤ちゃん
両親の名前、赤

日、両親からのひ
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ
で政策調整課へ送
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
　瀬戸内市役所　
　☎０８６９-２
FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city

クリスマスを一緒に楽しみませんか
サンタ deフェスタ
　もうすぐ、クリスマス！　今年で 3回目になる瀬戸内市青年団主催
の「サンタ de フェスタ」で一足先にクリスマスを楽しみましょう！
　当日は、クリスマスクッキー作り、陶芸鈴づくり、瀬戸内市オリジ
ナルのエコ戦隊もってぇねんジャーショーと盛りだくさん。
　友達同士、家族や友だちとお誘い合わせの上、お越しください。

▽日時　12月12日（日）　午前10時～午後３時（午前９時30分受付開始）

▽場所　中央公民館

▽内容　巨大迷路、人形劇、お話会、
　せんべいお絵かき体験など

▽ 参加費　100 円（材料代が別途必
　要なコーナーあり）
※コーナーによっては、定員（先着
　順）があります。なお、受け付け
　は当日のみ行います。
■問い合わせ先
　瀬戸内市青年団事務局（社会教育課内）
　☎０８６９-３４ - ５６０１

クリスマス映画館
　大人から子どもまで楽しめる映画の上映会を瀬戸内市視聴覚ライブ
ラリーの主催で開催します。

▽日時および上映作品
　12 月 12 日（日）　
①午後零時 30 分～午後 1時 30 分　「ムーミン谷の彗星」
②午後２時～午後２時 30 分　「にゃーご」

▽場所　中央公民館

▽参加費　無料
■問い合わせ先
　瀬戸内市視聴覚ライブラリー事務局（瀬戸内市青少年育成センター内）
　☎０８６９-２２ - ２００９

ーター内）

を

ケーキづくりは毎年大人気！




